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「
日
展
会
友
の
陶
芸
作
家
」

　

昭
和
26
年
諏
訪
市
四
賀
細
久
保
に

生
ま
れ
た
伊
藤
さ
ん
は
、
日
展
参
与

の
宮
坂
房
衛
、
彫
刻
家
の
矢
崎
虎
雄

は
遠
縁
に
当
り
、
お
父
さ
ん
も
美
術

品
蒐
集
が
好
き
だ
っ
た
た
め
、
美
術

品
の
鑑
賞
に
興
味
を
持
ち
、
中
学
で

は
美
術
部
に
、
高
校
で
は
美
術
の
選

択
を
し
た
が
、
高
校
で
の
ク
ラ
ブ
は

弓
道
部
。
ま
た
、
図
書
委
員
長
も
務

め
た
。

　

高
校
一
年
生
の
と
き
、
旧
校
舎
か

ら
新
校
舎
へ
図
書
を
移
動
し
た
こ
と
、

天
竜
下
り
強
歩
大
会
で
仲
間
と
歩
い

た
こ
と
が
懐
か
し
い
想
い
出
と
の
こ

と
。

　

昭
和
45
年
高
校
を
卒
業
し
て
八
十

二
銀
行
へ
入
行
。
三
年
後
浜
沢
工
業

へ
転
職
。
会
社
で
は
日
本
画
の
同
好

会
に
入
っ
た
り
も
し
た
が
陶
芸
に
は

無
縁
だ
っ
た
と
い
う
。

　

伊
藤
さ
ん
の
陶
芸
と
の
出
会
い
は
、

安
曇
野
池
田
町
の
マ
キ
ノ
真
三
さ
ん

の
「
陶
芸
村
」
に
毎
週
土
・
日
に
習

い
に
行
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

　

そ
の
後
講
師
と
し
て
先
生
の
お
手

伝
い
も
す
る
よ
う
に
な
り
、
全
国
各

地
の
窯
場
や
美
術
館
を
巡
っ
た
り
、

展
覧
会
を
見
て
歩
い
た
り
し
て
陶
芸

家
を
目
指
す
決
意
を
固
め
た
と
い
う
。

　

陶
芸
を
始
め
て
三
年
後
の
昭
和
51

年
、
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
岐

阜
県
土
岐
市
で
下
宿
生
活
を
し
な
が

ら
土
岐
市
陶
磁
器
試
験
場
へ
通
い
、

ス
ケ
ッ
チ
や
デ
ザ
イ
ン
、
ロ
ク
ロ
づ

く
り
、
釉
薬
の
調
合
、
型
作
り
等
々

寝
食
を
惜
し
ん
で
学
ん
だ
。

　

昭
和
54
年
、
28
歳
で
諏
訪
に
戻
り
、

茅
野
市
で
築
窯
を
目
論
ん
だ
が
一
部

設
備
が
整
わ
ず
、
寒
天
工
場
で
稼
い

で
資
金
づ
く
り
を
し
な
が
ら
よ
う
や

く
開
業
に
こ
ぎ
付
け
、
美
濃
焼
き
と

は
異
な
る
独
自
の
作
風
の
作
品
を
造

る
べ
く
試
行
錯
誤
を
続
け
る
と
と
も

に
地
元
の
美
術
協
会
に
入
会
し
て
日

展
会
友
の
彫
刻
家
小
川
由
加
里
先
生
、

日
展
参
与
の
漆
芸
家
小
口
正
二
先
生

の
指
導
を
受
け
、
各
種
の
展
覧
会
に

出
展
を
し
た
。

　

昭
和
56
年
県
展
・
日
本
現
代
工
芸

美
術
展
初
入
選
。
昭
和
58
年
日
展
初

入
選
。
以
後
日
展
に
は
26
回
入
選
、

平
成
14
年
に
は
日
展
「
特
選
」
を
受

賞
し
て
い
る
。

　

な
お
、昭
和
58
年
以
降
、諏
訪
・
長

野
・
松
本
・
安
曇
野
等
で
個
展
を
開
催
、

所
蔵
品
を
茅
野
市
美
術
館
・
諏
訪
市

美
術
館
等
に
寄
贈
展
示
し
て
い
る
。

　

伊
藤
さ
ん
は
現
在
、
日
展
会
友
・

現
代
工
芸
美
術
家
協
会
評
議
員
・
信

州
美
術
会
会
員
・
諏
訪
美
術
会
員
・

茅
野
市
美
術
協
会
会
員
を
し
て
お
り

忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

諏訪実業高等学校同窓会報 第45号（4）平成25年12月10日

「
日
展
会
友
の
陶
芸
作
家
」

伊　

藤　

彰　

敏
さ
ん

昭
和
45
年
卒
業

　

下
諏
訪
町
に
生
ま
れ
た
桜
井
さ
ん

は
、
昭
和
21
年
小
学
校
卒
業
後
岡
谷

工
業
学
校
へ
入
学
。
昭
和
24
年
本
校

へ
転
入
学
し
た
。
高
校
で
の
ク
ラ
ブ

は
陸
上
部
。
競
馬
場
（
現
在

の
校
舎
所
在
地
）
や
、
弁
天

町
の
工
場
跡
地（
旧
校
舎
）の

ガ
レ
キ
を
片
付
け
な
が
ら
練

習
を
し
た
こ
と
を
思
い
出
す

と
の
こ
と
。

　

昭
和
27
年
本
校
を
卒
業
し

た
桜
井
さ
ん
は
大
阪
の
十
合

百
貨
店
に
就
職
し
た
が
、
翌

年
家
の
事
情
で
帰
郷
し
家
業

の
洋
服
店
と
諏
訪
服
装
学
院

を
経
営
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
御
柱
祭
や
お

船
祭
り
な
ど
で
歌
っ
た「
長
持
ち
歌
」

の
美
声
を
買
わ
れ
、
下
諏
訪
二
区
の

分
館
で
民
謡
指
導
を
依
頼
さ
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
各
地
の
分
館
や
公

民
館
か
ら
の
依
頼
が
殺
到
。
昭
和
56

年
に
は
「
岡
谷
民
謡
愛
好
会
」
を
は

じ
め
各
地
に
「
民
謡
愛
好
会
」
を
立

ち
上
げ
15
団
体
、
生
徒
数
百
八
十
人

に
も
及
ん
だ
。

　

昭
和
57
年
に
は
テ
レ
ビ
信
州
「
日

本
民
謡
大
賞
」
に
出
演
。
そ
の
後
東

京
・
静
岡
・
山
梨
な
ど
で
行
な
わ
れ

た「
全
国
民
謡
大
会
」に
も
出
演
し
た
。

な
お
、
桜
井
さ
ん
は
詩
吟
も
得
意
で
、

九
段
会
館
で
行
な
わ
れ
た
「
全
国
詩

吟
大
会
」
に
も
出
演
し
て
い
る
。
ま

た
、
昭
和
60
年
か
ら
十
数
年
全
日
本

民
謡
協
会
副
理
事
長
を
務
め
、「
第

四
回
全
国
民
謡
大
会
」
で
は
実
行
委

員
長
も
務
め
た
。

　

平
成
10
年
に
は
カ
ラ
オ
ケ
に
押
さ

　

伊
藤
さ
ん
は
本
校
卒
業
後
、八
十
二
銀
行
、そ
の
後
浜
沢
工
業（
株
）へ
就
職
。

勤
務
の
傍
ら
趣
味
の
陶
芸
を
始
め
、
昭
和
51
年
に
は
退
職
し
て
土
岐
市
陶
磁

器
試
験
場
で
三
年
間
の
研
修
の
後
、
茅
野
市
城
山
に
窯
を
築
き
、
昭
和
56
年

県
展
、
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
に
初
入
選
。
昭
和
58
年
に
は
日
展
に
初
入
選
。

な
お
日
展
に
は
26
回
入
選
し
、
平
成
14
年
に
は「
特
選
」を
受
賞
し
て
い
る
。

　

桜
井
さ
ん
は
本
校
卒
業
後
、
大
阪
の
十
合
百
貨
店
へ
勤
務
し
た
が
、
家
の

事
情
で
帰
省
し
、
家
業
の
洋
服
店
と
服
装
学
院
を
経
営
。
そ
の
頃
か
ら
郡
内

各
地
の
分
館
よ
り
民
謡
指
導
を
依
頼
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
「
全
日
本
民

謡
協
会
公
認
教
授
」
の
資
格
を
得
て
、
諏
訪
郡
市
各
地
に
民
謡
教
室
を
開
き

現
在
で
は
歌
謡
曲
を
含
め
た
「
桜
井
峰
雪
歌
謡
会
」
を
主
宰
し
て
い
る
。

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

定
時
制
に
は
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
さ

さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
写
真
に

残
る
以
上
の
感
慨
を
残
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

れ
て
民
謡
が
下
火
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
歌
謡
曲
を
含
め
た
「
桜
井

歌
謡
会
」を
開
設
。
諏
訪
・
下
諏
訪
・

岡
谷
で
、
現
在
8
教
室
、
生
徒
数
約

百
人
。

　

最
近
で
は
、
結
婚
式
場
で
の
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
と
し
て
「
娘
を
嫁
が
せ
る

親
の
気
持
ち
を
歌
っ
た
民
謡
〝
お
立

ち
酒
〞〝
長
持
ち
歌
〞」
の
出
演
が
好

評
で
、
旅
館
か
ら
秋
宮
ま
で
の
「
花

嫁
行
列
」
で
の
先
触
れ
の
依
頼
も
既

に
30
回
に
も
及
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

　

桜
井
さ
ん
は
「
唄
は
人
生
を
豊
か

に
し
、
こ
こ
ろ
を
癒
す
も
の
」
と
し

て
多
勢
の
人
に
聞
い
て
頂
き
、
ま
た

口
ず
さ
ん
で
頂
け
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
努
め
た
い
と
言
わ
れ
る
。

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

　

全
国
商
業
高
等
学
校
協
会
で
は
、

珠
算
・
電
卓
・
簿
記
・
ワ
ー
プ
ロ
・

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
情

報
・
商
業
経
済
・
会
計
実
務
・
英
語

の
九
種
目
の
検
定
が
、
そ
れ
ぞ
れ
年

一
〜
二
回
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
高
等
学
校
家
庭
科
教

育
振
興
会
で
は
、
和
裁
・
洋
裁
・
食

物
の
三
種
目
の
検
定
が
、
そ
れ
ぞ
れ

年
二
回
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
商
業
科
・
会
計
情
報

科
卒
業
生
の
う
ち
一
名
が
六
種
目
で

一
級
を
取
得
、
十
七
名
が
三
種
目
以

上
で
一
級
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
服
飾
科
卒
業
生
の
う
ち
三

種
目
で
六
名
が
一
級
を
取
得
、
五
名

が
二
種
目
で
一
級
を
取
得
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
商
業
科
で
は
Ｉ
Ｔ
パ

ス
ポ
ー
ト
試
験
に
一
名
、
服
飾
科
で

は
色
彩
検
定
1
級
に
二
名
、
高
度
な

資
格
に
挑
戦
し
合
格
す
る
生
徒
が
出

て
き
ま
し
た
。

◇
県
下
に
お
い
て
、
公
立
高
校
の
同

　

窓
会
名
簿
を
使
用
し
た
と
認
め
ら

　

れ
る
振
込
詐
欺
が
断
続
的
に
発
生

　

し
て
い
ま
す
。不
振
な
電
話
を
受
け

　

た
と
き
は
、最
寄
り
の
警
察
署
へ
通

　

報
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
同
級
会
や
同
年
会
を
開
催
す
る
場

　

合
に
は
、
本
会
よ
り
通
信
費
の
補

　

助
を
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

　

い
て
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
下
さ
い
。
会
の
様
子
な
ど
の
写

　

真
と
原
稿
を
頂
け
れ
ば
、
紙
面
の

　

許
す
限
り
、
こ
の
同
窓
会
報
に
掲

　

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇「
同
窓
生
紹
介
」の
コ
ー
ナ
ー
に
同

　

窓
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
事

　

務
局
ま
で
ご
紹
介
下
さ
い
。

◇
同
窓
会
報
の
購
読
は
、
終
身
会
費

　

五
千
円
で
毎
年
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
下
さ
い
。

　

色
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。本
部
支

部
各
総
会
に
親
し
く
御
参
加
さ
れ
て

居
り
ま
し
た
、山
田
和
男
先
生（
88
歳
）

24
年
12
月
23
日
、北
澤
忠
義
先
生（
86

歳
）25
年
3
月
4
日
に
他
界
さ
れ
多
く

の
同
窓
生
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
両
師
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
本

職
を
全
う
さ
れ
な
が
ら
多
く
の
公
職

を
こ
な
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
北
澤
先

生
は
通
算
37
年
間
本
校
で
教
鞭
を
執

ら
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

　

文
化
部
の
料
理
教
室
で
伊
藤
副
会

長
が
講
師
と
な
り
11
月
12
日
に
科
の

葉
会
館
で
行
な
わ
れ
た
「
巻
き
寿
司

を
上
手
に
創
ろ
う
」
に
多
く
の
会
員

が
参
集
、
に
ぎ
や
か
に
楽
し
み
な
が

ら
最
後
は
試
食
に
皆
満
足
し
再
会
を

約
し
て
解
散
し
ま
し
た
。

　

本
校
の
定
時
制
に
は
定
時
制
祭
と

い
う
行
事
が
毎
年
七
月
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
通
常
の
文
化
祭
の
よ
う
な
行

事
で
す
が
、
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま

で
す
べ
て
の
生
徒
が
親
睦
を
深
め
る

学
校
行
事
と
し
て
重
要
な
も
の
で
す
。

　

こ
こ
最
近
で
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

と
、
焼
き
肉
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
二

日
間
行
わ
れ
ま
す
。
校
友
会
が
中
心

に
な
り
、
準
備
等
が
綿
密
に
生
徒
達

に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
ま
す
。

　

焼
き
肉
は
す
べ
て
炭
火
で
や
り
ま

す
。
火
を
お
こ
す
だ
け
で
も
大
変
で

す
が
便
利
な
生
活
に
慣
れ
て
い
る
な

か
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
こ

と
は
け
っ
こ
う
意
味
の
あ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
生
徒
数
は
全
日
に
較
べ
る

と
少
な
い
の
は
確
か
で
す
が
、
そ
の

分
お
互
い
の
存
在
感
が
あ
り
、
親
し

い
関
係
に
も
な
り
ま
す
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
な
ど
も
た
だ
楽

し
め
ば
い
い
の
で
す
が
、
普
段
の
学

校
生
活
に
は
経
験
で
き
な
い
貴
重
な

経
験
も
で
き
る
機
会
で
す
。

　

定
時
制
で
す
か
ら
昼
間
働
い
て
い

る
生
徒
が
多
く
い
ま
す
。
そ
の
中
で

行
事
の
準
備
な
ど
が
た
い
へ
ん
で
す

が
、
な
ん
と
か
し
て
時
間
を
と
り
な

が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
で
の
苦

労
も
多
く
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な

状
況
を
考
え
ま
す
と
、
生
徒
達
の
楽

し
む
姿
を
見
ま
す
と
、
何
か
い
い
思

い
出
を
学
校
生
活
の
な
か
で
一
つ
で

も
多
く
つ
く
り
、
卒
業
し
て
も
ら
い

「
歌
唄
で
人
生
を
豊
か
に
」

桜　

井　
　
　

孝
さ
ん

昭
和
27
年
卒
業

う

た

「花嫁行列」前列中央が桜井さん
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り

定
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よ
り
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植
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